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北海道教育大学附属釧路義務教育学校 後期課程 

算数・数学科 学習指導案（赤本 純基）  



 

 

■算数・数学科 【算数・数学を活用して，協働的に問題を解決しようとする子供の育成】        

H.U.E.compulsory education school 

 

                                                 

１．単元名 １章 正の数と負の数 

 

２．単元の目標 

 (1) 整数の性質及び正の数と負の数の必要性や意味に気付くとともに，素因数分解や正の数と負の数

の四則計算をする技能を身に付ける。 

 (2) 素因数分解を利用して整数の性質を説明したり，既習の数の四則計算と関連付けて，正の数と負

の数の四則計算の方法において数の範囲が拡張されても原理・法則が保存されること（形式不易の

原理）に気付き，その方法について説明したりするとともに，正の数と負の数を具体的な事象の問

題解決に活用することができる。 

(3) 正の数と負の数の必要性や意味を考え，整数の性質や正の数と負の数の四則計算について学んだ

ことを学習に生かそうとしたり，正の数と負の数を活用した問題解決の過程を振り返って検討しよ

うとしたりする態度を身に付ける。 

 

３．単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①整数が素数かどうか弁別する

ことができるとともに，素因

数分解をすることができる。 

②正の数と負の数の必要性や意

味に気付いている。 

③正の数と負の数の四則計算を

することができる。 

①素因数分解を利用して整数の

性質を説明することができ

る。 

②既習の四則計算と関連付け

て，正の数と負の数の四則計

算の方法を説明することがで

きる。 

③正の数と負の数を具体的な事

象の問題解決に活用すること

ができる。 

①整数の性質について学んだこ

とを学習に生かそうとしてい

る。 

②正の数と負の数の必要性と意

味を考えようとしている。 

③正の数と負の数の四則計算に

ついて学んだことを学習に生

かそうとしている。 

④正の数と負の数を活用した問

題解決の過程を振り返って検

討しようとしている。 

 

４．単元のデザイン（全２６時間） 

 本単元「正の数と負の数」を，内容のまとまりである四つの小単元と単元のまとめで構成し，それぞ

れの授業時間数を次のように定めた。 

小単元等 授業時間数 

１．整数の性質 ４時間 

２６時間 

２．正の数と負の数の性質 ４時間 

３．正の数と負の数の計算 １６時間 

４．正の数と負の数の活用 １時間 

単元のまとめ １時間 

 各授業時間の目標と問題，重点，評価方法等は次の表のとおりである。 

 

日 時 令和３年７月７日（水）第５校時        生 徒 ７年Ｃ組 ２５名 

授業場 ７年Ｃ組教室                      授業者 赤 本 純 基 
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時

間 
学習活動・学習内容（目標と問題） 

重

点 

記

録 
備考 

１ ・１から２５までの整数の中から自分が好きな数を当てるクイズ

をつくり，解き合うことを通して，整数に潜む性質を見つけるこ

とを楽しみ，整数はどのように仲間分けできるのかという問い

をもつ。 

 

 

 

知 

 

 知①：行動観察，ロ

イロノート 

２ ・１から９までの自然数を２つの仲間に分ける活動を通して，仲間

分けの方法について考え，素数の意味を知る。 

・１から１００までの自然数の中の素数をあげることができる。 

 

 

知  

 

知①：行動観察，ロ

イロノート 

３ ・３０を素数だけの積の形に表す活動を通して，素因数分解の方法

に気付き，それを使って任意の自然数を素因数分解することが

できる。 

 

 

知 〇 知①：小テスト 

４ ・素因数分解を使って，最大公約数や最小公倍数を求める方法を説 

明することができる。 

 

 

思 

 

態 

〇 

 

〇 

思①：行動観察，ロ

イロノート 

態①：ロイロノー

ト 

５ ・これまで学習してきた数の世界が負の数にも広がったことに気

付く。 

 

 

知  知②：行動観察，ロ

イロノート 

６ ・反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量の表し方に気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知②：行動観察，ロ

イロノート 

問題 
 １から２５までの整数の中から自分が好きな数を当てるクイ
ズをつくろう。 
 

 

問題 
 １から９までの自然数を２つに仲間分けしよう。 

 
 

問題 
 ３０を素数だけの積の形で表そう。 

 
 

問題 
 ６０と７２の最大公約数を求めよう。 

 
 

問題 
 新聞の中から，身のまわりで使われている数を見つけよう。 

 
 

問題１ 
 富士山の標高は 3776ｍ，伊豆・小笠原海溝の最大水深は

9780ｍである。これらの値は次の図のように基準を決めて
表すとき，正の符号，負の符号を使うと，それぞれどのよう
に表すことができるだろうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図：学校図書「中学校数学１」より引用） 
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７ ・負の数は数直線を左側に延ばして新しい数直線上に表すことが

できることや，その数直線上では右にある数ほど大きく，左にあ

る数ほど小さいことに気付く。 

・正の数と負の数の大小を数直線を用いて判断し，不等号を使って

表すことができる。 

 

 

 

 

 

 

知  知②：行動観察，ロ

イロノート 

８ 

 

・正の数と負の数の大小を，符号と絶対値に着目して判断し，不等

号を使って表すことができる。 

 

 

 

 

知 

態 

〇 

〇 

知②：小テスト 

態②：ロイロノー

ト 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問題２ 
 羅臼岳の高さ 1661m を基準にして，それより高い地点の高
さを正の符号，低い地点を負の符号を使って表すこととす
る。 

 このとき，男体山，知床岳の山の高さを，正の符号，負の符
号を使って表そう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（図：教育出版「中学数学１」より引用） 
 

問題１ 
 －１，－２を数直線上に表すにはどうすればよいのだろう
か。 

問題２ 
 ３つの数，０，＋２，－３の大小を不等号を使って表そう。 
 

問題 

 数直線を利用して，６つの数，＋２，－２，＋0.2，－0.2，

＋
1

2
 ，－

1

2
 の大小を不等号を使って表そう。 
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９ ・正の数と負の数の加法の計算の意味について説明することがで 

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

10 ・正の数と負の数の２数の加法の計算の仕方に気付き，それを基に

正の数と負の数の２数の加法の計算ができる。 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

11 ・正の数と負の数の３数以上の加法でも，交換法則や結合法則が成

り立つことに気付き，それを利用して３数以上の加法の和を求

めることができる。 

 

 

思  思②：行動観察，ロ

イロノート 

  

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
    
（A さん） 
 
    
（B さん） 
 
 
 
問題１ 

A さん，B さんのそれぞれのコマの位置はどんな計算で求め
られるのだろうか。 

１回目に「＋４」，２回目に「＋２」のカードが出たよ。 

１回目に「＋４」，２回目に「－２」のカードが出たわ。 

（C さん） 
 
 
 
（D さん） 
 
 
 
問題２ 
 C さん，D さんのそれぞれのコマの位置はどんな計算で求め
られるのだろうか。 

 

１回目に「－４」，２回目に「＋２」のカードが出たよ。 

１回目に「－４」，２回目に「－２」のカードが出たわ。 

問題 
 正・負の２つの数の加法を数直線を使わずに計算するには，
どうすればよいのだろうか。 

問題 
 （＋３）＋（－９）＋（＋７）を計算しよう。 
 

ルール 

「－６」から「＋６」の整数が書かれた１３枚
のカードをよく混ぜ，裏返しにして重ねる。出
発点０にコマを置き，順番にカードを取って，
出た数だけ動かす。コマが先にゴールに着いた
人が勝ちとなる。 

コマの動かし方 

「＋２」が出たら，ゴールの方向へ２動かす。 
「－３」が出たら，ゴールと反対の方向へ３動
かす。 
「０」が出たら，そのまま動かさない。 

マス目が「－１２」か

ら「＋１２」まで書か

れたカードゲームの図 

「０」がスタートで，

「＋１２」をゴールと

する。 
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12 ・正の数と負の数の減法の計算の意味について説明することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 ・正の数と負の数の２数の減法の計算の仕方に気付き，それを基に

正の数と負の数の２数の減法の計算ができる。 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

  

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（A さん） 
 
 
 
 
 
（B さん） 
 
 
 
 
 
問題１ 

A さん，B さんの２回目に出たカードが何だったかは，どん
な計算で求められるのだろうか。 

２回目が終わったとき＋５の位置にいたよ。 

１回目に出たカードは「＋３」だったんだけど，２回

目に出たカードは何だったかな。 

（C さん） 
 
 
 
 
 
 
（D さん） 
 
 
 
 
 
問題２ 
 C さん，D さんの２回目に出たカードが何だったかは，どん
な計算で求められるのだろうか。 

２回目が終わったとき＋３の位置にいたよ。 

１回目に出たカードは「－１」だったんだけど，２回

目に出たカードは何だったかな。 

２回目が終わったときー４の位置にいたよ。 

１回目に出たカードは「＋２」だったんだけど，２回

目に出たカードは何だったかな。 

２回目が終わったとき－６の位置にいたよ。 

１回目に出たカードは「－２」だったんだけど，２回

目に出たカードは何だったかな。 

 （＋５）－（＋２）＝＋３  （＋５）－（－２）＝＋７ 
 （－５）－（＋２）＝－７  （－５）－（－２）＝－３ 
問題 
 正・負の２つの数の減法を数直線を使わずに計算するには，
どうすればよいのだろうか。 

ルール 

「－６」から「＋６」の整数が書かれた１３枚
のカードをよく混ぜ，裏返しにして重ねる。出
発点０にコマを置き，順番にカードを取って，
出た数だけ動かす。コマが先にゴールに着いた
人が勝ちとなる。 

コマの動かし方 

「＋２」が出たら，ゴールの方向へ２動かす。 
「－３」が出たら，ゴールと反対の方向へ３動
かす。 
「０」が出たら，そのまま動かさない。 

マス目が「－１２」か

ら「＋１２」まで書か

れたカードゲームの図 

「０」がスタートで，

「＋１２」をゴールと

する。 
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14 ・正の数と負の数の加法と減法の混じった式を，項の和とみること

ができる。 

 

 

思 〇 思②：行動観察，ロ

イロノート 

15 ・正の数と負の数の数の加法と減法の混じった式の計算ができる。 

 

 

 

 

 

知 

 

態 

〇 

 

 

知③：行動観察，ロ

イロノート 

態③：行動観察，ロ

イロノート 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正の数と負の数の乗法の計算の意味について説明することがで 

きる。 

・正の数と負の数の２数の乗法の計算の仕方に気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

 

17 ・正の数と負の数の２数の乗法の積の性質に気付く。 

・正の数と負の数の３数以上の乗法でも，交換法則や結合法則が成

り立つことに気付き，それを利用して３数以上の乗法の積を求

めることができる。 

 

 

思  思②：行動観察，ロ

イロノート 

問題 
 （＋５）－（＋２）＋（－９）－（－４）を計算しよう。 
 

問題１ 
 ５－２－９＋４を計算しよう。 
 

問題２ 
 （－５）－（－１０）＋（－３）－１０を項を並べた式に表
して計算しよう。 

 

 花子さんは，東に向かって分速 70ｍで歩いています。現在
の地点を 0m とし，東の方向を正の向きとします。また，1
分後を＋1 分とします。 

 
 
 
 
 
 

 （図：学校図書「中学校数学１」より引用） 
問題１ 
 花子さんが，1 分後，2 分後，1 分前，2 分前にどの地点に
いるかは，どのような計算で求められるだろうか。 

 太郎さんは，西に向かって分速 70ｍで歩いています。現在
の地点を 0m とし，東の方向を正の向きとします。また，1
分後を＋1 分とします。 

 
 
 
 
 
 

 （図：学校図書「中学校数学１」より引用） 
問題２ 
 太郎さんが，1 分後，2 分後，1 分前，2 分前にどの地点に
いるかは，どのような計算で求められるだろうか。 

問題３ 
 正・負の２つの数の乗法を数直線を使わずに計算するには，
どうすればよいのだろうか。 
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18 ・負の数が含まれたいくつかの数の乗法を工夫して計算すること

ができる。 

・正の数と負の数の累乗の計算ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

 

19 ・正の数と負の数の除法の計算の意味や正の数と負の数の２数の

除法の計算の仕方に気付き，それを基に正の数と負の数の２数

の除法の計算ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

 

20 ・負の数における逆数の意味を知る。 

・正の数と負の数の除法を，逆数を使って乗法になおし計算するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

 

問題１ 
 次の（１）から（４）の計算をしよう。 
（１） （＋３）×（－１） （２） （＋５）×（－１） 
（３） （－３）×（－１） （４） （－５）×（－１） 

問題２ 
 （－６）×（＋９）×（－５）を計算しよう。 
 

問題１ 
 次の（１）から（４）の式で積がもっとも大きくなる式はど
れだろうか。 

 （１） １×２×３×４  
（２） １×２×３×（－４） 

 （３） １×２×（－３）×（－４） 
 （４） １×（－２）×（－３）×（－４） 
 

問題２ 
 次の（１）から（４）の積を累乗の指数を使って表そう。 
 （１） ７×７×７×７  （２） （－４）×（－４） 
 （３） （－0.1）×（－0.1） 
 （４） ―９×９×９×９×９ 
 
問題３ 

 −３
２
を計算しよう。 

 （＋５）×（＋２）＝＋６  （＋５）×（＋２）＝－６ 

 （－５）×（－２）＝＋６  （－５）×（－２）＝－６ 

問題１ 
 （－５） にあてはまる数はどんな計算はどんな計算で求め
られるだろうか。 

問題２ 
 正・負の２つの数の除法は，どのように計算すればよいのだ
ろうか。 

 （＋５）×
3

4
＝１  （＋５）×(−

3

4
)＝１ 

問題１ 

 （－５） にあてはまる数はどんな計算は何だろうか。 
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21 ・正の数と負の数の四則の混じった計算の手順に気付き，それを基

に計算することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

22 ・正の数と負の数の四則の混じった計算でも分配法則が成り立つ

ことに気付き，それを利用して計算することができる。 

 

 

 

 

 

思 〇 思②：行動観察，ロ

イロノート 

23 ・数の範囲を拡張することによって，四則計算の可能性が拡大され

たことに気付く。 

 

 

 

知  知③：行動観察，ロ

イロノート 

24 ・いろいろな四則計算を計算することができる。 

・既習の四則計算の仕方を振り返り，自分自身にとっての「四則計

算をするときに気を付けるポイント」を記述することができる。 

 

 

 

知 

態 

〇 

〇 

知③：行動観察，ロ

イロノート 

態③：ロイロノー

ト 

25 ・平均を能率的に求めるために基準との差が正の数と負の数にな

るように設定された数値を基準とした場合の平均の求め方を，

言葉や式を用いて説明することができる。 

思 

 

 

 

 

 

思③：行動観察，ロ

イロノート 

 

問題２ 

 次の（１），（２）の計算結果はどんな関係になるのだろう
か。 

 （１） １０÷（－２） （２） １０×(−
1

2
) 

問題３ 

 １０×(−
6

7
)×（－９）を計算しよう。 

問題 
 次の（１）から（５）の四則の混じった計算をしよう。 
 （１） ３＋２×（－４） 
（２） ７－１６÷（－８） 
（３） ６０÷（－６＋２） 

（４） １８÷(−３)
２
 ＋（－４） 

（５） (−４)
２
－（−３

２
） ÷９ 

 

問題 
 次の（１），（２）の四則の混じった計算をしよう。 

 （１） （－１２）×(
1

4
−

2

3
) 

（２） ５３×（－４）＋５３×（－６） 

問題 
 次の㋐から㋓で，〇，△にいろいろな自然数をあてはめたと
き，計算結果がいつでも自然数であるものはどれだろうか。 

  ㋐ 〇＋△ ㋑ 〇－△ ㋒ 〇×△ ㋓ 〇÷△  
 

問題 
 これまでの学習を振り返ると，自分自身にとっての四則計算
をするときに気を付けるポイントは何だろうか。 
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H.U.E.compulsory education school 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

26 ・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み，単元で学習し

たことがどの程度身に付いているかを自己評価できる。 

 

知 

 

思 

 

態 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

知①～③：単元テ

スト 

思①～③：単元テ

スト 

態④：行動観察，ロ

イロノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左から A さん B さん C さん D さん E さん F さん 

     166cm  176cm  170cm  174cm  175cm  165cm 

問題  

バレーボール部員６人の身長の平均を求めよう。 
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■算数・数学科 【算数・数学を活用して，協働的に問題を解決しようとする子供の育成】        

H.U.E.compulsory education school 

５．本時の目標（２５/２６） 

平均を能率的に求めるために基準との差が正の数と負の数になるように設定された数値を基準とし

た場合の平均の求め方を，言葉や式を用いて説明することができる。 

 

６．本時の展開                   「目指す子供の姿」を実現するための手立て 

教師の働きかけ（🔴発問，▲補助発問，■指示・説明）◯子供の学習活動                 ◆留意点 ※評価 

１． 問題把握，課題の明確化 

 ●このチームは，私が前に働いていた学校でバレーボールの顧問をし

ているときの対戦相手のチームです。このチームはどんなチーム

かな？ 

  

 

 

 

 〇全員身長が大きい。 〇平均すると 170ｃｍくらい。 

  

 

  ◯（166+176+170+174+175+165）÷6＝171 

  ◯もっと簡単に平均が求められる。 

 

 

 

２．個人思考・集団思考 

 〇数をもっと小さくすることができそう。 

 

 

 

 

 

 

 

◆バレーボールの試合の

動画を見せた後で，図を

示し，チームの特徴を考

えさせる。 

 

 

 

 

 

桜中学校（仮称）バレーボ

ール部員６人の身長も提

示して，東中学校の身長に

着目するように促す。 

158cm  176cm  153cm  

163cm   157cm  147cm  

◆プリントを配付する。 

◆小学校の求め方で求め

させ，教師がわざと計算

を間違う様子を見せて，

人数やその総和が大き

いことから計算を工夫

する必要感をもたせる。 

◆「もう求められたの？」

などと伝え，工夫をすれ

ば，簡単に平均が求めら

れそうだという考えを

引き出す。 

 

◆試行錯誤後，数を小さく

できれば計算が簡単に

なりそうという過程の

見通しを共有する。 

課題  

バレーボール部員６人の身長の平均を工夫して求める方法を説明

しよう。 

①基準を 100cmにする。 

 66+76+70+74+75+65=426 

  426÷6=71 

  100+71=171 

②基準を165cmにする。 

 1+11+5+9+10+0=36 

  36÷6=6 

  165+6=171 

答．171cm 

 

東中学校（仮称） 

 バレーボール部 

 

 

 左から A さん B さん C さん D さん E さん F さん 

     166cm  176cm  170cm  174cm  175cm  165cm 

問題  

バレーボール部員６人の身長の平均を求めよう。 
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■算数・数学科 【算数・数学を活用して，協働的に問題を解決しようとする子供の育成】        

H.U.E.compulsory education school 

 

 

 

 

🔴（①の式をすべて取り上げて）どのように考えたのかな？ 

  ◯基準を 100cm にしている。 

◯基準を 170cm と決めて，基準からの差の平均を 71cm と求めて，

基準の 100cm にたすと，平均は 171cm になる。 

◯グラフでいうとここに基準の線をひいて，この基準の線の上のと

ころの平均を求めて，基準の数値にたした。グラフをならした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔴どうして 100cm を基準にしようと思ったのかな？ 

  ◯すべて 3 桁目が 1 だから。 

◯数が小さくなると計算が簡単だから。 

🔴ほかの基準にしても簡単に求めることはできるのかな？ 

 （③について）どこを基準にして考えたのかな？  

  ◯基準を 170cm にして，基準との差を表して平均を求めた。 

🔴この続きはどのように考えればよいのかな？言葉や式を用いて説明 

しよう。 

  ◯(-4)+(+6)+0+(+4)+(+5)+(-5)=6  6÷6=1 170+1=171   

◆基準を 100cm とする考

えを最初に扱い，真ん中

くらいの身長の 170cm

を基準とする考え（差が

正の数と負の数）と，「計

算が簡単になる」，「正

の数と負の数を使う」と

いう目標に迫る順に考

えを取り上げる。最も身

長が低い 165cm を基準

とする考え（差が全て正

の数），最も身長が高い

176cm を基準とする考

え（差が全て負の数）は

無理に取り上げない。 

 

◆式の 71 は何を表してい

るのか問い返し，差の平

均を求めていることを

確認する。 

◆グラフを拡大したもの

の基準にしたところに

線を引かせて，仮平均の

考えの理解を深める。 

 

◆たとえば，③の考えを取

り上げる際には，{(170-

4)+(170+6)+(170+0)+(1

70+4)+(170+5)+(170-

5)} ÷ 6={170 × 6+(-

4+6+0+4+5-5)}÷6= 

170+6÷6=171 という

風に分配法則の考えを

している生徒がいるこ

とも考えられる。その場

合には，この考えを取り

上げる。 

◆生徒の表現に対して，そ

の都度「どうして 100cm

を基準にしようと思っ

③基準を170cmにする。 

(-4)+(+6)+0+(+4)+(+5)+(-5)=6 

  6÷6=1   

170+1=171 

④基準を176cmにする。 

(-10)+0+(-6)+(-2)+(-1)+(-11)=-30 

  (-30)÷6=-5 

  176+(-5)=171 
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■算数・数学科 【算数・数学を活用して，協働的に問題を解決しようとする子供の育成】        
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◯基準を 170cm と決めて，基準からの差の平均を 1cm と求めて， 

基準の 170cm にたすと，身長の平均は 171cm になる。 

◯グラフでいうとここに基準の線をひいて， 

この基準の線からの差の平均を求め 

て，基準の数値にたした。   

グラフをならした。 

 

 

 

 

 

 

🔴どうして 170cm を基準にしようと思ったのかな？ 

  ◯正・負の数があると，正の数と負の数で打ち消しあって数が小さ

くなり計算が楽になるから。 

 

３．振り返り 

🔴平均を工夫して求める方法の共通点は何かな？ 

  ◯基準を決めて，その差の平均と基準をたしているところ。 

🔴違うところはどこかな？（中学校でできるようになったことは何か

な？） 

  ◯③は負の数を使って考えているところ。 

🔴負の数を使うとどんなよいところがあるのかな？ 

 負の数があると，正の数と負の数で打ち消しあって計算が簡単にな 

る。 

●「確認問題」に取り組もう。 

たのか」発想の源を問

い，学級全体で共有す

る。 

◆仮平均を用いた考えを

解釈し，示された数値を

基準とした場合の平均

の求め方を，言葉や式を

用いて記述する場面を

位置付ける。（全国学調

小 H.29 B ３(2) 正答率

26.3％） 

※平均を能率的に求める

ために基準との差が正

の数と負の数になるよ

うに設定された数値を

基準とした場合の平均

の求め方を，言葉や式を

用いて説明している。 

 

◆基準との差が正の数と

負の数となっていると

きにも，グラフをならし

て平均を求めているこ

とを確認し，平均につい

ての確かな理解をねら

う。 

◆正の数と負の数を使っ

た考えについて，「正・

負の数で打ち消しあっ

て計算が簡単になる」と

いう，正の数と負の数で

差を表すことのよさを

生徒から引き出す。 

 

 

 

 

 

◆プリントを配付する。 
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H.U.E.compulsory education school 

 

 

  

  〇どんな値を基準にしたら計算が簡単にできるのかな。 

  〇真ん中の値っぽい値がいいかも。 

  〇１人身長が高い人がいるから，真ん中より少し高い値がいい。 

 

 

 

🔴平均を工夫して求める方法についての学びを振り返り，「新しく学ん

だことや大切な考え方だと思ったこと」を具体例やその理由をふく

めて書きましょう。 

 

◆基準を 160cm とする考

えを取り上げる。基準を

決めた理由を共有する

ことを目的とし，振り返

りにつなげる。求め方に

ついては，画面の共有程

度にとどめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業板書 

 

 

 

 

 

 

 

確認問題 

 次の値は，桜中学校バレーボール部員６人の身長です。基準を決め

て，基準との差の部分に着目して平均を求めなさい。 

 158cm  176cm  153cm  163cm  157cm  147cm 

〇基準を160cmにする。 

(-2)+(+16)+(-7)+(+3)+(-3)+(-13)=-6 

  -6÷6=-1 

160+(-1)=159 

〇基準を158cmにする。 

0+(+18)+(-5)+(+5)+(-1)+(-11)=6 

  6÷6=1   

158+1=159 

まとめ 平均を工夫して求めるときには，計算が楽になるから，基準

を決めて，その基準との差を表して考える。正の数と負の数で打ち消

しあえると計算が簡単になるから，基準との差を正の数と負の数を

使って表しておく。 
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年 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

観覧車数（万人） 161 168 169 169 180 172 160 141 154 158 

 

単元末テストの評価問題 

１ ある陸上競技部の 1500m 走の８人の生徒の記録は次のとおりです。 

 

     1500m 走の８人の生徒の記録 

     358 秒,314 秒,282 秒,340 秒,406 秒,295 秒,363 秒,330 秒 

 

太郎さんは，1500m走の８人の生徒の記録の平均の求め方について，次のように考えま

した。  

 

 

 

 

  基準を 330 秒と決めて，基準との差の部分に着目した平均の求め方を，言葉や式を使っ

て書きなさい。 

基準を 330 秒と決めて，基準との差の部分に着目して平均を求めることが

できます。 

（正答の条件） 

次の①，②，③の全てまたは①，②を書いている。 

① 330 秒との差の部分の平均を求める式や言葉 

② 基準にした 330 秒に，求めた差の部分の平均の 6 秒をたすことを表す数や言葉 

③ 1500m 走の８人の生徒の記録の平均が，336 秒になることを表す数や言葉 

（正答例） 

・基準を 330 秒と決めて，基準との差の部分に着目して平均を求めます。 

 {(+28)＋(-16)+(-48)+(+10)+(+76)+(-35)+(+33)+0}÷8=6 

 基にした 330 秒に，求めた平均の 6 秒をたします。 

 1500m 走の８人の生徒の記録の平均は，336 秒です。 

  

 単元末テストの評価問題 

２ 2009 年から 2018年までのひろしまフラワーフェスティバルの各年の観覧車数は次のとお

りです。 

 

  2009 年から 2018年までのひろしまフラワーフェスティバルの各年の観覧車数 

  

 

 

 

基準を決めて，基準との差の部分に着目して各年の観覧車数の平均を求めなさい。  

 

 

 

 

  基準を 330 秒と決めて，基準との差の部分に着目した平均の求め方を，言葉や式を使っ

て書きなさい。 

（正答の条件） 

次の①，②，③の全てまたは①，②を書いている。 

① 自分で決めた基準の値との差の部分の平均を求める式や言葉 

② 基準にした値に，求めた差の部分の平均をたすことを表す数や言葉 

③ 各年の観覧車数の平均が，163.2 万人になることを表す数や言葉 

（正答例） 

・省略 
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７．「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方 

（１）「４．正の数と負の数の活用」における「主体的に学習に取り組む態度」の指導と評価 

第２６時における「主体的に学習に取り組む態度」の指導と評価 

第２５時の目標は，「平均を能率的に求めるために基準との差が正の数と負の数になるように設定さ

れた数値を基準とした場合の平均の求め方を，言葉や式を用いて説明することができる。」であり，第２

６時では，このことを踏まえて，「いくつかのデータの平均を仮平均の考えを使って能率的に求める方

法についての学習を振り返って，互いの考えのよさを生かして，『自分の考えがどのように変わってき

たのか』，『まだはっきりしないことや知りたいと思ったこと』を記述することができるかどうか」をみ

る。本事例においては，このことを評価するために，一つの問題に対するいくつかの考えを振り返り，

学習の成果を実感する場面を設定した。 

 第２４時までに，正の数と負の数の四則計算について学習しており，生徒たちは既習内容を振り返っ

て，自分自身にとっての四則計算をするときに気を付けるポイントをロイロノートにまとめている。

 

この学びを踏まえ，第２５時では，仮平均の考えを用いて平均をより簡単に求めるいろいろな考えに 

ついて検討する。このことをきっかけにして，いくつかの考えについて，比較したり，自分なりの考察 

を加えたりさせることで自己の変容を自覚しやすくなるようにする。 

 まず，バレーボール部員６人の身長（166cm，176cm，170cm，174cm，175cm，165cm）の平均を

求める際に，身長の総和を人数で割る求め方では，計算するときに数が大きくて面倒なことを確認した

上で，どのように工夫して求められるかを説明し合う。いくつかの考えについて，自分が考えたことだ
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けでなく，他の人が考えたことをノートに記録し，自分の考えとの共通点や相違点だけでなく，「次に同

じ問題がでた場合，どの考えで求めるか」問いかけながら，授業では終盤に確認問題を解き，上記の活

動を生かす場面を設定する。そして，「平均を工夫して求める方法についての学びを振り返り，『新しく

学んだことや大切な考え方だと思ったこと』を具体例やその理由をふくめて書きましょう。」と伝え，こ

れまでの考え方を振り返り，学習の成果の実感につなげる。そして，第２６時では「いくつかのデータ

の平均を仮平均の考えを使って能率的に求める方法についての学習を振り返って，互いの考えのよさを

生かして，『自分の考えがどのように変わってきたのか』，『まだはっきりしないことや知りたいと思っ

たこと』を書きましょう。」と伝え，次にどうしていきたいのかを引き出す。文例は，「はじめは，～。

だけど，途中で～。最後には，～。新しく学んだことや大切な考え方だと思ったことは，～。まだはっ

きりしないことや知りたいと思ったことは，～。」とする。 

ここでは，ロイロノートで記述を回収し，正の数と負の数を活用した問題解決の過程を振り返って，

他者の考え方によさを見いだし自分に取り入れて検討しようとしているかについて評価する。記述が苦

手な生徒には個別に声をかけ，どのような過程で活動を進めていったのかなど，その状況を見取る。 

 以下に示すのは，生徒のノートの記述例に対する評価と評価の視点である。 

評価 評価の視点 

「おおむね満足できる」状況（B） 

・『自分の考えがどのように変わってきたのか』，『まだはっきりし

ないことや知りたいと思ったこと』が書かれているかどうかを見

取る。 

「十分満足できる」状況（A） 

・『自分の考えがどのように変わってきたのか』，『まだはっきりし

ないことや知りたいと思ったこと』を具体例やその理由をふくめ

て書かれているかどうかを見取る。 

 ここでは，「主体的に学習に取り組む態度」の記述による評価を示した。考えをノートに記述すること

が困難であるなど，配慮が必要な生徒がいる場合は，例えば，授業後に該当生徒に対して，板書の写真

やノートの記録を見せながら気を付けるポイントについて生徒の考えを聞くなど，振り返る場面を設定

する。授業でどのような学びがあったのかは，板書を見れば一目瞭然である。整理され構造化された板

書となるようにし，生徒の振り返りの質を高め，目標達成に近づけることにつなげていく。 

 ほかにも，全員の記録をとる評価ではないが，評価方法として，振り返りの場面でのノート等の把握

だけではなく，話し合いで他者との考えを比較してそのよさに気付きそれを伝えようとする姿，問題の

解決過程を振り返ってよりよい表現や方法を考えようとする姿，など問題解決に向かうプロセスの場面

でも，積極的によい姿を見いだし評価していくことが大切と考える。 

 

（２）（１）以外の単元における「主体的に学習に取り組む態度」の指導と評価 

① 小単元の取組を振り返り，「わかったこと・大切な考え方」や「よくわからないこと・もっと知り

たいこと」などについての記述を基に評価する 

小単元ごとで，「わかったこと・大切な考え方」，「よくわからないこと・もっと知りたいこと」につい

て振り返って書く場面を設定する。その際，「わかったこと・大切な考え方」については，焦点化した内

容についての振り返りも含めるように問い，生徒の表現から次の学びに向かうことができるように働き

かける。例えば，小単元１では，「整数はどのような仲間分けができるのか考えるときに，どのようなこ

とがわかったり大切だと思ったりしたかの具体例とその理由も含めること」，小単元２では，「『－』（マ

イナス）のついた数はどのような数なのか，これまでの数とどう違うのか考えるときに，どのようなこ

小単元１ 
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とがわかったり大切だと思ったりしたかの具体例とその理由も含めること」を位置付ける。このように，

これまでの学習の過程を振り返って，既習の学習内容を関連付けたり，これからの学習を見通したりす

ることを評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 問題を解決するための個人思考・集団思考の場面での取組の様子を観察し評価する 

問題を解決する過程では，スムーズに解決できないことも多い。特に，解決するための個人思考・集

団思考の場面では，解決のきっかけをつかめないこともある。このような場面で，停滞してしまっても，

教師から示された考えの一部や全部，本当らしい誤答や不十分な解答から考えはじめ，既習の内容が使

えるのではないかと考え，ノート等を見直し，解決のきっかけを見いだそうとする様子を観察し評価す

る。また，生徒の「納得できる」，「納得できない」や「わかる」，「わからない」といった授業の内容に

ついての立場の表明や他者との対話から，「納得できなさ」，「わからなさ」について，ノートや板書等を

使ってこれまでの学習の内容と関連付けて説明しようとする姿を評価する。ここでは，次頁のような問

題解決過程における「生徒の停滞」を解消する方策（赤本，2018）を位置づけることも重要と考える。 

小単元２ 
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８．本時の主張点 

■算数・数学科における教科提案について 

 

 

＜算数・数学科で目指す子供の姿＞ 

 算数・数学科においては今年度，「問題解決力・社会的協働性」の育成に焦点をあて，研究を進めてい

く。算数・数学科における「問題解決力・社会的協働性」とは，事象を数理的に捉え，数学の問題を見

いだし，問題を自立的，協働的に解決するプロセスを遂行することを通して育成された，数学的に考え

る資質・能力と捉えた（文部科学省，2018）。 

 授業において「問題解決力・社会協働性」が最も表れる場面は，「集団思考」の場面である。このこと

について，湊氏は次のように述べている。「知識は普遍的，客観的なものではなく主観的，個人的なもの

である。個人的知識を学級などにおいて練り合い，練り上げることは，社会的相互作用論によって支持

されている。子どもの主体的活動のもとで知識は協働によって変容を遂げ，広い客観性を獲得する。練

り合い，練り上げは知識の普遍化を達成する。練り合い，練り上げの活動を通して，個人で構成した知

識の意味を明確化し，この知識と他の子どもが構成した知識との異同，自分の知識の特徴などが明確に

なる。(湊，1999 下線筆者)」このように，個人の資質・能力は，「集団思考」における対話的な学びに

よって確かなものとなるのである。 

 一人の子供の説明を他の子供がただ黙って聞いているのではなく，説明を聞いてどのように考えたの

か読み取ろうとしなければ，「問題解決力・社会的協働性」は身に付かない。したがって，「集団思考」

を通して，どの子供も自らの学習状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤しながら，学ぼうとす

るように教師は働きかけを工夫しなければならないと考える。 

 

本教科授業の基本的な流れ（早勢，2020） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本時で目指す子供の姿 

 

 

 

 

 

■本時のポイント 

 

 

 

 

 

 
 

「問題解決力・社会的協働性」を育むために 

本時における「目指す子供の姿」を実現するための手立て 

①グラフ，式，言葉などを関連付けて式の中の数の意味を解釈し説明するように働きかける 
②効果的な「集団思考」となるように指名計画を構想する 
③発想の源を問う 
④意図的に誤答や途中までの考えを取り上げたり，式や答えなど結果を先に取り上げたりして過程を逆
思考させる 

⑤生徒の「困り方」に寄り添う問いかけをする 

本時における「問題解決力・社会協働性」が育まれている子供の姿 

 平均を能率的に求めるために基準との差が正の数と負の数になるように設定された数値を基準とした場
合の平均の求め方を，言葉や式を用いて説明し合いながら納得する姿 
いくつかのデータの平均を仮平均の考えを使って能率的に求める方法についての学習を振り返って，互

いの考えのよさを生かして，「自分の考えがどのように変わってきたのか」，「新しく学んだことや大切な
考え方だと思ったこと」，「まだはっきりしないことや知りたいと思ったこと」を記述する姿 
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平成 29 年度の全国学力・学習状況調査小学校算数Ｂ３では，次のような問題が出題されており，そ
の結果が公表されている。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問題の出題の趣旨は，「日常生活

の問題の解決のために，測定値を平均

する考えを用いて適切に判断したり，

示された方法を解釈・表現したりする

ことができるかどうかをみる。・測定値

の平均について理解していること。・示

された平均の求め方を解釈し，別の場

合に活用して数学的に表現すること。」

である。特に，本時にかかわる設問（２）

では，趣旨が「仮の平均を用いた考えを

解釈し，示された数値を基準とした場

合の平均の求め方を，言葉や式を用い

て記述できるかどうかをみる。」である

が，正答率は 26.3％と課題があり，指

導の改善が必要であることがうかがえ

る。 
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 この問題は小学校の学習内容であるが，本時で学習する内容とも大きく関連する。小学校と中学校の

違いは，考察する際に，負の数がふくまれているかどうかである。本時では，「平均を能率的に求めるた

めに基準との差が正の数と負の数になるように設定された数値を基準とした場合の平均の求め方を，言

葉や式を用いて説明することができる」ことを目標としているが，この問題についての本校生徒の回答

状況から，生徒の実態を捉え，授業構想する必要があると考えた。 

 本校生徒の回答状況は次頁のとおりである。設問（１）については，正答率が 100％であるのに対し，

設問（２）については，正答率が 42.0％であり，全国の状況より正答率が高い傾向となっているものの

課題がある。特に，解答類型と反応率は次の表のとおりである。 

解答類

型 

反応率

（％） 

正答 解答類

型 

反応率

（％） 

正答 

１ 45.8 ◎ ７ 4.2  

２ 0.0 〇 ８ 0.0  

３ 12.5  ９ 29.2  

４ 8.3  ０ 0.0  

５ 0.0  正答率 41.7  

 

 正答の条件は，「次の①，②，③の全てまたは①，②を書いている。」である。 

① 7m20cm との差の部分の平均を求める式や言葉 

② 基にした 7m20cm に，求めた平均の 20cm をたすことを表す数や言葉 

③ 車が進んだ距離の平均が，7m40cm になることを表す数や言葉 

 これに対して，誤答の生徒の反応は次のとおりである。  

 

解答類型３（①を書いているもの）の反応をした生徒の記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この反応をした３名の生徒については，どの生徒も（３２＋１１＋３４＋０＋２３）÷５は立式でき

ているため，四則計算を間違ったと考えられる。 

 

 

 これ以降は，誤答の生徒の反

応の要因をよく考察し，本時の

授業構想に生かしていく。 
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解答類型４（②，③を書いているもの，②を書いているもの）の反応をした生徒の記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この反応をした２名の生徒について，左の生徒については，740cm を 7m40cm ではなく，7m20cm

と書き間違えたと考えられる。右の生徒については，基準との差の平均のみを記述したと考えられる。 

 

解答類型７（7m を基準にして記述しているもの）の反応をした生徒の記述 

 

 

 

 

 

 この生徒は，仮平均を用いた考えを解釈し，基準とする数値が 7m から 7m20cm に変わったことを捉

えることができずに，問題に示されている【かずやさんの平均の求め方】をそのまま記述していると考

えられる。 

 

解答類型９（7m を基準にして記述しているもの）の反応をした生徒の記述 
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 おおむね，誤答をした生徒は，仮平均を用いた考えを解釈し，基準とする数値が 7m から 7m20cm に

変わったことを捉えきれずに回答している傾向がある。 

 これらの結果から，指導に当たっては，数値をそのまま使って平均を求める場合及び 100cm を基準

として平均を求める場合について考察した後，基準を 170cm に変えて考察する活動を設ける。その際，

グラフ，式，言葉などを関連付けて式の中の数の意味を解釈し，説明する活動となるようにし，効果的

な「集団思考」となるように指名計画を構想する。目標達成のために，「１００を基準にした考え」をは

じめに取り上げる。すべての数の百の位の数が１だから，１００を基準にして差の平均を求めて，あと

で１００にたすという素朴な考えである。そこで，「６６や７６は何を表しているのかな？」と問い，グ

ラフと関連付けることで，仮平均の考えの概念的な理解を促したい。そして，この学習の後に，「１７０

を基準にした考え」を取り上げる。正の数と負の数を使うことで，差を絶対値が小さな値として表現で

きることや，正の数と負の数で打ち消しあって数が小さくなり計算が簡単になることの実感をねらいた

い。生徒の考えを取り上げる際には，「どうして〇cm を基準にして考えようと思ったのかな？」と発想

の源を問い，生徒の素朴な発想のよさを共有することができるように働きかける。 

生徒の考えを取り上げる際には，意図的に途中までの考えを取り上げたり，式や答えなど結果を先に

取り上げたりして問題解決過程について考えさせる。「個人思考」と「集団思考」を段階的にとらえず，

「自分なりの考えを暫定的にもち，集団で考え合い，問いが生まれたときに，要所で立ち止まり，個人

やペアで考え，また集団で練り合う」など，よりよい考えに高めたり，事柄の本質を明らかにしたりす

るように適切に働きかける。個人思考の時間に考えの一部を「部分提示」として板書させ，考えた子供

と違う子供に「他者説明」させることが「集団思考」の充実につながると考える。本時では，「課題 バ

レーボール部員６人の身長の平均を工夫して求める方法を説明しよう。」に対して，想定される生徒の

考えは次の４通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの考えをすべて取り上げたいところだが，限られた時間の中で，目標達成に近づけるためには，

取り上げる考えを精選し，どのように取り上げるのかについて事前に構想しておく必要がある。ここで

は，①，③の考えを必ず取り上げる。①は小学校との接続や生徒の素朴な発想を大切にしたいからであ

り，③は正・負の数を利用することのよさの一つでもある「打ち消しあって計算が簡単になるよさ」の

感得をねらうためである。どのように取り上げるかについては，①は基準との差の総和の式のみを提示

して，どのように考えるのか問題解決過程について考えさせる。前述の生徒の実態からも，小学校段階

の学習内容が十分に理解できていない生徒も一定数いることから，式のどこが何を表しているのか，グ

ラフも用いながら丁寧に確認していく。③は①を踏まえて，基準を 170cm と決めて，基準との差の部分

に着目して平均を求めることができることのみを引き出し続きを考えさせる。こうした経験が，目標達

①基準を 100cmにする。 

 66+76+70+74+75+65=426 

  426÷6=71 

  100+71=171 

②基準を165cmにする。 

 1+11+5+9+10+0=36 

  36÷6=6 

  165+6=171 

③基準を170cmにする。 

(-4)+(+6)+0+(+4)+(+5)+(-5)=6 

  6÷6=1   

170+1=171 

④基準を176cmにする。 

(-10)+0+(-6)+(-2)+(-1)+(-11)=-30 

  (-30)÷6=-5 

  176+(-5)=171 
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成に近づく契機になるものと考える。 

 ③の考えに関わって，生徒が自ら進んで負の数を利用するように，単元を通して板書の次の場面で働

きかけをしてきた。 

第１０時間目 

 

 

第１１時間目 

 

 

 

第２４時間目 

 

  

このように，負の数を利用することで，打ち消しあって計算が簡単になるということを単元を通して

指導してきた。この指導が本時の生徒の姿に表れることを期待したい。 
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また，授業の目標達成にかかわる表現を引き出す場面では，特に生徒の「困り方」に寄り添う問いか

けをするようにする。具体的には，次のような２つのフレーズである。 

 

「今，当てられたら困る人？」→「何に困っているの？」 

 

本時では，２２分３５秒のところである。その意図は，次のとおりである。 

 

わかる人と聞くと，わかる子だけ，手を挙げた子だけが頭を回転させていて，手を挙げずにいる子は

一日中休憩ができるんです。この一日中安全地帯に住んでいる子供たちと，手を挙げて脳みそをフルに

活用している子供たちとの能力に差がつくのは当たり前です。こうして，子供たちを一日中安全地帯に

住まわせ，休憩をさせ続けているのは，教師の形式的な発問，ワンパターンの指導方法に要因があるの

かもしれません。（田中，2011 下線筆者） 

 

生徒が説明した後に「この説明がわかる人」と問いかけた場合，教室には，「自らすすんで手を挙げ，

発言はしたくないけれど，わからないわけではない生徒」や「わからない生徒」は手を挙げない。そこ

で，「いま，あてられたら困る人」と問いかける。すると，前者の生徒にとっては手を挙げないことでわ

かっているという立場を表明することになる。後者の生徒にとっては，普段は手を挙げなければよかっ

たのに，わからないときには手を挙げて立場を表明せざるをえない状況になる。また，手を挙げた経験

の少ない生徒は，手を挙げるという動作自体に慣れていない。こうした生徒も巻き込んでいくためにも，

生徒が説明した後に「いま，あてられたら困る人」と問いかける対応は有効と考える。 

さらに，「何に困っているの？」と問いかけることで，目標達成に向けて，「どこがわからないのか」

明確になる。それに，その後の説明し合う活動の必要性もグッと高まる。このような教師の生徒の困

り方」に寄り添う問いかけが重要と感じずにはいられない。 

 

最後に，本時で取り扱う問題については，次のような変遷してきた。それぞれの「問題」と「懸念」

としたことを示す。 

Before 

 

 

 

 

 

 

懸念：先週の１５２冊の平均値が影響して，仮平均を多様に設定する姿を引き出すことができない。 

Before 

 

 

 

 

 

 

問題  
ある中学校の図書委員会が先週と今週に貸し出した本の冊数を日

ごとに調べたら下の表のようになった。今週の貸し出し冊数の平均
値は先週よりも多くなっているだろうか。 
 
 
 

 

曜日 月 火 水 木 金 平均

先週の冊数（冊） 140 155 158 148 159 152

今週の冊数（冊） 156 148 150 149 152 ?

問題  
ある中学校の図書委員会が今週貸し出した本の冊数を日ごとに調

べたら下の表のようになった。今週の貸し出し冊数の平均を求めよ
う。 
 
 

 

曜日 月 火 水 木 金

冊数（冊） 156 148 150 149 152
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東中学校（仮称） 

 バレーボール部 

 

 

 

 左から A さん B さん C さん D さん E さん F さん 

     166cm  176cm  170cm  174cm  175cm  165cm 

懸念：表とグラフ及び式を相互に関連付けて理解させる際のグラフが想起しにくい。 

Before 

 

 

 

 

懸念：歩幅は１０歩歩いた長さを１０で割り，１歩あたりの平均を歩幅とするため，この問題の場合，

平均の平均となってしまい，目標達成に余計な考えが入ってしまう。 

Before 

学年全体の身長を取り上げて，学級や小集団の平均を求める問題 

 

 

 

懸念：小集団の平均ならよいが，その後の文脈で学級など人数をいたずらに多くすることは，目標達成

に余計な考えが入ってしまう。 

 

 

After 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

問題  

バレーボール部員６人の身長の平均を求めよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

問題  

小学校との学びの接続を考えて，歩幅の教材で，１歩あたりの長
さをグラフで示し，５つ程度並べて平均を求めさせる問題 
 

 

問題  

学年全体の身長を取り上げて，学級や小集団の平均を求める問題 
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ＩＣＴ活用について 

単元「正の数と負の数」 教材「身長の平均」  

アプリ等「Keynote」 

目標： 平均を能率的に求めるために基準との差が正の数と負の数になるように

設定された数値を基準とした場合の平均の求め方を，言葉や式を用いて説

明することができる。 

 

ＩＣＴ活用実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題の解決過程で，基準を 170cm にし，基準との差を，(-4)+(+6)+0+(+4)+(+5)+(-5)=6，6÷6=1 

で 1 ㎝と求め，170+1=171 で平均を 171cm という考えを取り上げます。ここで，Keynote により，

基準との差が正・負の数となっているときにも，グラフをならして平均を求めていることを生徒との

やり取りを通して確認します。仮平均を用いた考えを解釈し，示された数値を基準とした場合の平均

の求め方を，言葉や式を用いて記述することについての課題が明らかになっています（全国学調小

H.29 B ３(2) 正答率 26.3％）。そこで，グラフ，式，言葉などを関連付けて式の中の数の意味を解釈

し説明する場面を設け，グラフにより視覚的に「ならして平均を求めている」ことを確認し，平均に

ついての確かな理解をねらいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間があるなら，授業時間内に Keynoteのデータを生徒全員に配信し，な

らすことを経験させることも可能ですが，時間が限られているので，代表生

徒とのやりとりを大型共有モニタに映し全体共有します。そして，授業終了

後にデータを生徒全員に配信し，家庭学習につなげます。このように，時間

尺に合わせて軽重を付けた指導を選択することが大切と考えます。 

 

 

 

 

                           左から A さん B さん C さん D さん E さん F さん 

                                166cm  176cm  170cm  174cm  175cm  165cm 

問題 バレーボール部員６人の身長の平均を求めよう。 
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